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平成28年11月24日、議会モニターと昭和町議会との意見交換会を開催し、議会モニター
になって1年経っての感想や、さまざまなご意見をいただきました。
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■議会だよりを読むことで議員の仕事ぶりを間近で感じることができた。
　アンケートを通じて町民の意見として、今後も議会だよりへ反映していただきたい。

■議会だよりなど読んだことがなかったが、細部まで見るようになった。
　議会にも興味がでてきたので傍聴したいと思う。

■同じ地区の議員には顔を合わせる機会があ
　るが、他の地区の議員とはこうして顔を合わ
　せることができる。井戸端会議などで他の町
　民にも顔を見せて意見を聞く事を続けてい
　って欲しい。

■議会だよりを詳しく読む機会ができ、各議員
　それぞれが活躍していることがわかる。
　議会だよりについてだが、モニターの意見を
　掲載してくれたのはとても良いと思う。

議会モニターとの意見交換会

議会だよりをモニターが終わっても読んでくれるか。議員
モニター読み続けたい。興味がもてる紙面づくりをお願いする。

議員議員に対してどんなイメージがあるか。
モニター住民の代表であり、議決権を持つ人たちなので、積極的に意見を聞いていただきたい。

◎議会モニターとして1年経っての感想◎議会モニターとして1年経っての感想

◎議会議員との意見交換◎議会議員との意見交換



平成28年12月2日、山梨学院大学との連携による研修の一環として、学生と議員とのワークショップを
開催しました。総務・産業土木・教育厚生の3常任委員会に分かれ、グループによる提案発表が行われ、
活発な意見交換をしました。
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Ⅰ　家庭からのゴミの分別と廃棄に関する新たな提案
Ⅱ　自転車のまちづくり
　　～昭和町に自転車専用ネットワークは可能か～
Ⅲ　地方創生～ICTと知名度向上の観点から～

学生による提案

学生の提案を受けて
家庭ごみなどの分別については、違う視点での意見をもらうこと
により再度考えることができた。自転車のまちづくりの提案は道
路行政を進める中で自転車の活用は是非検討したい。議会運営
でのペーパーレス化など新しい発想を活かしていきたい。

産業土木常任委員会

Ⅰ　認知症対策について
Ⅱ　高齢者の犯罪～加害者・被害者としての高齢者～
Ⅲ　若者による「甲斐歌舞伎」の再生と地域文化政策の推進

学生による提案

学生の提案を受けて
認知症対策は、地域と行政が連携していくことが大切なのでそれを提
案することは良い。高齢者犯罪については、コミュニケーションの場を設
け、犯罪の抑止力になるというのは良い提案。甲斐歌舞伎の再生と推進
については、昭和町に伝承させたいという提案は素晴らしい。

教育厚生常任委員会

Ⅰ　市民教育について
Ⅱ　広報について
Ⅲ　外国人が暮らしやすいまちづくり

学生による提案

学生の提案を受けて
中高生が政治に関わる機会創出は大切である。広報・広聴の双
方が繋がり、運営していくことの大切さを改めて感じた。諸問題に
対する現状把握と政策立案から解決のスピードが重要であると再
認識することができた。

総務常任委員会

議会改革特集特集



町立温水プール使用料が
変わりました！
町立温水プール使用料が
変わりました！
町内者が利用しやすく、さらに幼児を無料へ

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護サービス特別会計
下水道事業特別会計

3500万円増額
94万8千円増額
7万5千円減額
1027万円増額

（総額：22億707万円）
（総額：1億4624万8千円）
（総額：1823万4千円）
（総額：10億3455万6千円）

特別会計特別会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

12月議会で
決まったこと

　

平
成
28
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で
4
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
町
長

提
出
の
平
成
28
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
5
案
件
の
ほ
か
、
条
例
制
定
お
よ
び

改
正
6
案
件
の
計
11
案
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
9
人
の
議
員
が
16
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
ま
し
た
。

一般会計一般会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

2億2978万9千円（総額74億6759万3千円）補正増額

固定資産税（企業等の設備投資）
やまなし産地パワーアップ事業費補助金

7000万円
640万2千円

主な財源

（仮称）地域福祉センター新築工事費
町道34号線側溝改良等の道路改良工事費

1074万1千円
2200万円

主な使いみち

町立温水プール

4やまなし 議会だよりしょうわ No.172
平成29年1月22日発行
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・
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数

に
関
す
る
条
例
制
定

　

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

選
挙
、
議
会
推
薦
を
廃
止
し
、

委
員
の
定
数
を
12
名
と
す
る
も

の
で
す
。

・
職
員
給
与
条
例
の
改
正

　

人
事
院
、
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
に
よ
り
、
職
員
の
月
例
給
、

特
別
給
（
勤
勉
手
当
）
を
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。

・
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
改
正

　

人
事
院
、
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
に
よ
り
、
特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
特
別
給
（
期

末
手
当
）
を
0
・
1
カ
月
分
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。

・
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
改
正

　

人
事
院
、
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
に
よ
り
、
議
会
議
員
の
特

別
給
（
期
末
手
当
）
を
0
・
1

カ
月
分
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

改
正

　

山
梨
県
の
補
助
金
交
付
要
綱

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
条
文
が

増
え
た
こ
と
に
よ
り
条
項
に
ず

れ
が
生
じ
た
た
め
改
正
と
す
る

も
の
で
す
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
使
用
料
徴
収
条
例
の
改
正

　

昭
和
町
温
水
プ
ー
ル
の
使
用

料
に
つ
い
て
、
町
内
外
の
同
一

料
金
を
町
外
者
の
み
引
き
上
げ

る
と
し
ま
し
た
。
教
育
厚
生
常

任
委
員
会
委
員
よ
り
一
部
修
正

案
が
提
出
さ
れ
、
幼
児
の
使
用

料
は
町
内
外
す
べ
て
無
料
と
す

る
も
の
で
す
。

※
全
員
賛
成
で
修
正
可
決

・
教
職
員
定
数
改
善
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を

図
る
た
め
の
請
願

　

国
庫
負
担
率
を
2
分
の
1
か

ら
3
分
の
1
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
国
庫
負
担
割
合
を

2
分
の
1
に
復
元
。
地
方
交
付

税
を
含
む
教
育
予
算
の
拡
充
を

図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

※
全
員
賛
成
で
採
択

・
町
議
会
議
場
に
国
旗
の
掲
揚

を
求
め
る
請
願

　

昭
和
町
の
役
場
に
は
町
旗
と

国
旗
が
掲
揚
さ
れ
て
お
り
、
多

様
な
価
値
観
を
持
っ
て
議
論
を

す
る
議
員
が
、
議
場
へ
の
国
旗

の
掲
揚
を
推
進
す
る
の
で
は
な

く
、
庁
舎
の
町
旗
・
国
旗
、
議

場
に
あ
る
町
民
憲
章
・
町
旗
に

対
し
て
誇
り
を
持
ち
、
議
会
運

営
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
、
こ
の
請
願
へ
反
対
す

る
。

　

議
場
へ
の
国
旗
掲
揚
が
委
員

会
で
否
決
さ
れ
た
が
、
一
般
の

国
旗
掲
揚
に
対
し
て
、
多
く
の

議
員
は
理
解
が
あ
る
よ
う
な
の

で
請
願
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

※
反
対
多
数
で
不
採
択

・
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意

見
書

　

政
治
参
加
や
人
材
確
保
の
観

点
か
ら
、
地
方
議
会
議
員
の
厚

生
年
金
制
度
加
入
の
た
め
の
法

整
備
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う

要
望
し
、
両
院
議
長
、
総
理
、

関
係
大
臣
に
向
け
、
提
出
す
る

も
の
で
す
。

・
教
職
員
定
数
改
善
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を

図
る
た
め
の
意
見
書

　

請
願
が
採
択
さ
れ
た
た
め
、

意
見
書
と
し
て
追
加
議
案
と
な

り
、
関
係
各
位
に
提
出
す
る
に

い
た
り
ま
し
た
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

反
対
討
論

賛
成
討
論

（平成29年4月1日より施行）

町立温水プール新料金表
使用料

当日券
種類 利用者 使用

時間回数券（10枚つづり）

一般（高校生以上）

小・中学生

幼児（小学生未満）

一般（高校生以上）

小・中学生

幼児（小学生未満）

300円

100円

無料

500円

200円

無料

温
水
プ
ー
ル

昭
和
町
内

昭
和
町
以
外

1,000円

無料

2,000円

無料

3,000円（12枚）
（町内在勤者を含む）

3
時
間
30
分5,000円（11枚）



県
教
委
が
発
表
し
た
学

力
底
上
げ
の
取
り
組
み

だ
け
で
な
く
、
各
学
校
の
結
果
や
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
独
自
の
取

り
組
み
等
、
成
績
上
位
の
県
の
指

導
方
法
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
を
国
・

県
の
分
析
を
参
考
に
、
町
独
自
に

各
学
校
の
成
果
と
課
題
を
分
析
し
、

教
師
に
よ
る
学
力
向
上
推
進
会
議

に
お
い
て
、
課
題
等
の
年
ご
と
の

比
較
や
、
他
県
の
成
績
上
位
の
取

り
組
み
な
ど
多
角
的
に
検
討
を
行

い
、
あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
学
力
向

上
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
各
学
校
の
課

題
解
決
策
は
。

課
題
解
決
に
向
け
、

知
識
の
定
着
で
は

学
習
し
た
内
容
を
振
り
返
る
時
間

を
つ
く
り
、
授
業
と
連
動
し
た
家

庭
学
習
を
進
め
て
い
き
た
い
。

具
体
的
な
内
容
が
示
さ

れ
て
い
な
い
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
だ
が
、
昭
和
教
育
の

方
向
付
け
と
、
次
世
代
の
学
校
・

地
域
創
生
プ
ラ
ン
に
示
す
重
点
事

項
や
、
道
徳
を
教
科
と
す
る
完
全

実
施
に
向
け
た
準
備
は
。

学
習
指
導
要
領
改

訂
の
狙
い
は
、「
生

き
て
働
く
知
識
・
技
能
の
習
得
」

と
「
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き

る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の

育
成
」
の
2
つ
と
考
え
て
い
る
。

国
や
県
の
開
催
す
る
研
修
会
や
説

明
会
に
教
職
員
を
派
遣
し
、
指
導

要
領
の
方
向
性
を
学
習
し
て
い
き

た
い
。
平
成
30
年
に
小
学
校
、
31

年
に
中
学
校
が
「
特
別
の
教
科
・

道
徳
」
が
全
面
実
施
と
な
る
が
、

対
応
す
る
準
備
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

社
会
福
祉
協
議
会
や

N
P
O
な
ど
、
民
間
支

援
団
体
と
の
連
携
や
支
援
に
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
庁
内

対
策
会
議
や
チ
ー
ム
を
設
置
す
る

考
え
は
。

小
学
校
の
貧
困
率
は

9
・
8
％
で
あ
る
が
、

連
携
が
必
要
な
機
関
と
密
に
対
応

を
し
て
お
り
、
生
活
保
護
や
支
援

が
必
要
な
家
庭
は
、
就
学
援
助
と

い
う
形
で
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
活
用
し
、
教
育
や
福
祉
関
係
機

関
だ
け
で
な
く
、
家
庭
が
抱
え
る

問
題
も
、
必
要
な
支
援
を
行
う
組

織
や
団
体
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
を
は
じ
め

N
P
O
団
体
と
も
連
携
し
、
必
要

な
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
課

長
で
組
織
す
る
会
議
を
活
用
し
、

国
や
県
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

石
原

石
原

石
原

石
原

全
国
学
力
テ
ス
ト

結
果
と
取
り
組
み
は

学
校
ご
と
に

指
導
を
進
め
て
い
る

一般質問の内容はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

対
応
す
る
準
備
を

行
っ
て
い
く

脱
ゆ
と
り
教
育
と
道
徳
は

再
質
問

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

石原　高明 議員
いし た か あ きはら

就
学
援
助
や

連
携
で
支
援

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
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緑の基本計画進捗状況と地域拠点は
課題整理し公園整備に取り組む

依田　茂巳 議員
よ しげ みだ

再
質
問

町
長

町
長

北
部
地
域
提
案
図

（
西
条
二
区
地
内
公
園
用
地
等
住
民
プ
ラ
ン
）

緑
の
基
本
計
画
の
進
捗

と
実
施
内
容
、
住
民
プ

ラ
ン
を
今
後
の
策
定
委
員
会
に
ど

う
生
か
す
の
か
。
ま
た
、
西
条
二

区
新
公
会
堂
建
設
の
用
地
確
保
は
。

現
況
調
査
・
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
住
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
終
え
、
課
題
整

理
を
行
っ
て
い
る
。
住
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
「
ま
ち
づ
く
り
住
民

プ
ラ
ン
」
の
提
言
書
を
受
け
、
課

題
を
整
理
し
計
画
内
容
を
精
査
し

て
い
る
。
北
部
地
域
に
お
い
て
、

公
園
用
地
活
用
は
、
周
辺
の
公
園

と
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
、
市

街
化
区
域
の
中
で
面
積
的
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
西
条
二
区
の
公
会

堂
建
設
候
補
地
で
も
あ
り
、
公
会

堂
に
隣
接
し
た
公
園
整
備
を
緑
の

基
本
計
画
に
位
置
付
け
、
実
施
に

向
け
取
り
組
み
た
い
。

町
道
2
号
線
の
拡
幅
計

画
、
拡
幅
改
良
測
量
設

計
鑑
定
委
託
を
終
え
た
町
道
29
号

線
、
地
権
者
説
明
の
た
め
の
業
務

委
託
を
終
え
た
町
道
1
2
4
号

線
・
3
6
4
号
線
（
西
条
イ
ン
タ

ー
線
南
進
箇
所
）
、
以
上
3
路
線

を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
、

町
長
に
考
え
を
伺
う
。

町
は
第
6
次
総
合
計

画
・
基
本
構
想
で
、
幹

線
道
路
の
整
備
・
生
活
道
路
の
充

実
を
促
進
す
る
と
し
て
い
る
。
町

道
2
号
線
の
拡
幅
計
画
は
、
地
元

要
望
を
受
け
順
次
整
備
を
進
め
る
。

町
道
29
号
線
拡
幅
は
29
年
度
に
用

地
買
収
と
工
事
、
1
2
4
・

3
6
4
号
線
は
現
況
平
面
測
量
委

託
が
終
わ
り
、
29
年
度
に
道
路
線

形
や
幅
員
の
検
討
、
地
権
者
説
明

お
よ
び
現
道
が
甲
府
市
行
政
境
で

あ
る
た
め
協
議
を
進
め
た
い
。

町
道
2
号
線
の
拡
幅
計

画
が
未
定
だ
が
、
歩
車

分
離
を
確
実
に
行
い
、
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
解
消
に
努
め
る
考
え
は
な
い

か
。

拡
幅
計
画
を
立

て
整
備
を
進
め
、

水
路
改
修
工
事
と
合
わ
せ
て
歩
道

を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

使
用
料
は
受
益
者
負
担

が
原
則
だ
が
、
減
額
や

免
除
の
基
準
が
あ
い
ま
い
と
な
っ

て
い
る
。
町
民
全
体
の
公
平
性
を

維
持
す
る
た
め
に
も
基
準
を
明
確

に
し
、
適
切
な
運
営
の
た
め
に
基

本
的
な
方
針
を
定
め
る
必
要
が
あ

る
。
町
長
の
考
え
は
。

町
民
福
祉
の
向
上
・
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
と
受
益

者
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
、
上
手
に

と
る
こ
と
が
大
切
。
温
水
プ
ー
ル

は
町
外
の
利
用
者
が
増
加
し
、
使

用
料
を
増
額
す
る
。
減
免
基
準
は

条
例
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
公
務

で
の
使
用
、
文
化
協
会
、
各
教

室
・
講
座
等
か
ら
発
生
し
た
自
主

団
体
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
等
の
育
成
の
た
め
無
料
（
免

除
）
で
使
用
し
て
お
り
、
現
状
の

条
例
の
中
で
運
用
し
て
い
る
。

減
免
の
基
本
的
方
針
を

定
め
る
考
え
に
つ
い
て

再
度
伺
う
。

近
隣
市

町
村
も

参
考
に
す
る
中
、
免
除
団
体
・
減

額
団
体
・
通
常
利
用
団
体
に
つ
い

て
、
一
覧
表
が
作
成
で
き
な
い
か

関
係
各
課
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

地
元
要
望
受
け

整
備
進
め
る

生
活
道
路
・
幹
線
道
路
の

充
実
は
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田

依
田

依
田

建
設
課
長

生
涯
学
習
課
長

福
祉
推
進
と
受
益
者

負
担
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切

使
用
料
と
減
免
基
準
の

あ
り
方
は

依
田

依
田 再

質
問

町
長



け
る
難
し
さ
、
緊
張
感
を
持
ち
続

け
る
難
し
さ
は
当
然
あ
る
が
、
町

は
観
光
資
源
に
乏
し
く
、
し
っ
か

り
し
た
計
画
を
立
て
た
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
町
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
は
町
の

お
家
芸
、
祭
り
の
ス
タ
ン
ス
を
変

え
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
思
う
が
。

過
去
に

行
わ
れ

た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
を
検
証
し
、

山
梨
県
・
警
察
お
よ
び
町
の
体
育

協
会
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
等
と

協
議
す
る
が
、
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

多
く
の

町
民
が

楽
し
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

そ
の
都
度
、
課
題
を
解
決
し
、
経

費
の
軽
減
化
や
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を

設
け
、
会
場
は
押
原
中
学
校
校
庭
、

総
合
体
育
館
駐
車
場
、
押
原
公
園

と
変
更
す
る
な
ど
、
時
代
を
反
映

し
た
中
で
開
催
し
て
き
た
。
2
年

後
は
30
回
目
の
節
目
、
ふ
る
さ
と

推
進
委
員
会
で
意
見
を
聞
き
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

ふれあい祭りとマラソン大会実施は
祭りの形骸化を防ぎ、検討していく

薬袋　義久 議員
み よし ひ さな い

町
長

押原公園全体図

2
0
1
5
年
の
県
内
国

勢
調
査
確
定
値
で
は
、

65
歳
以
上
人
口
が
23
万
4
、

5
0
0
人
余
、
全
人
口
の
28
・
4

％
。
ま
た
、
15
歳
未
満
の
人
口
割

合
は
12
・
4
％
と
、
過
去
最
低
で

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
。

　

昭
和
町
の
65
歳
以
上
高
齢
者
は

3
、
7
0
5
人
20
・
1
％
、
15
歳

未
満
は
2
、
9
5
1
人
16
％
で
、

昭
和
町
も
高
齢
化
率
は
他
町
村
よ

り
低
い
が
、
確
実
に
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
高
齢
者
に
な
る

と
医
療
費
や
介
護
保
険
費
も
増
大

し
、
町
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
含
め
、

多
く
の
各
種
団
体
や
町
民
が
参
加

で
き
る
仕
組
み
が
あ
り
、
あ
の
手
、

こ
の
手
で
高
齢
者
の
健
康
維
持
に

努
め
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
理
解

し
た
上
で
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
際
、

昭
和
町
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
、
町
の

考
え
を
伺
う
。

マ
ラ
ソ
ン
を
含
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
、
若
い
こ
ろ
か
ら
病
気
に
か

か
り
づ
ら
く
、
ケ
ガ
を
起
こ
し
に

く
い
体
を
つ
く
り
、
健
康
寿
命
を

延
伸
す
る
こ
と
は
大
切
と
考
え
て

い
る
。

　

ふ
れ
あ
い
祭
り
は
、
毎
年
1
、

8
0
0
人
を
超
え
る
関
係
者
に
支

え
ら
れ
開
催
で
き
て
お
り
、
町
内

外
の
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

ふ
れ
あ
い
祭
り
で
、
ふ
れ
あ
い

マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
す
る
場
合
、
安

協
・
消
防
団
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員

を
含
む
お
祭
り
関
係
者
を
マ
ラ
ソ

ン
と
振
り
分
け
し
、
例
年
ど
お
り

ふ
れ
あ
い
祭
り
が
開
催
で
き
る
か
、

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
が
安
全
に
走

れ
る
の
か
疑
問
が
残
る
。

　

県
内
で
は
、
交
通
量
の
多
い
市

街
地
を
多
く
走
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
一
番
の
要

因
は
交
通
事
情
で
、
数
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
道
路
を
通
行
止
め
に
し
た

り
、
幹
線
道
路
の
横
断
時
に
通
行

止
め
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
南
甲
府
警
察
署
や
県

道
管
理
者
に
よ
る
と
、
い
く
つ
か

の
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
必

要
と
の
こ
と
。
ま
た
、
町
と
し
て

は
都
市
化
が
進
み
、
通
過
交
通
量

が
多
く
、
幹
線
道
路
を
多
く
抱
え
、

交
通
の
要
所
で
あ
る
町
の
交
通
事

情
を
考
え
る
と
、
ふ
れ
あ
い
マ
ラ

ソ
ン
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

28
年
間
続
い
て
い
る
ふ

れ
あ
い
祭
り
を
長
く
続

生
涯
学
習
課
長

企
画
財
政
課
長

薬
袋

再
質
問

薬
袋
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月の土地を購入し宇宙教育振興
現時点では疑問が残る

堀

堀

教
育
長

教
育
長

月
の
土
地
は
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
ブ
ッ
シ
ュ
前

大
統
領
、
ま
た
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
な
ど
著
名
人
も
多
く
所
有
し

て
お
り
、
日
本
で
は
歌
舞
伎
役
者

の
市
川
海
老
蔵
さ
ん
が
息
子
に
、

福
原
愛
さ
ん
が
結
婚
相
手
の
男
性

に
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
話

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
将
来
、
本
格
的
な
宇

宙
時
代
を
迎
え
る
今
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
今
の
う
ち
か
ら
宇

宙
に
目
を
向
け
る
教
育
が
必
要
と

考
え
る
。
昭
和
町
で
も
月
の
土
地

を
買
わ
な
い
か
。

　

望
遠
鏡
を
覗
き
、
昭
和
町
が
所

有
す
る
月
の
土
地
を
探
し
て
い
る

う
ち
、
宇
宙
科
学
に
の
め
り
込
み
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る
よ
う
な

研
究
者
が
現
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
か
も
し
れ
な
い
。
町
を
離
れ
て

暮
ら
す
若
者
も
夜
空
の
月
を
見
て
、

故
郷
を
し
の
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

　

月
面
の
1
、
2
0
0
坪
、
サ
ッ

カ
ー
場
約
1
面
分
の
金
額
が
3
千

円
と
い
う
、
か
な
り
の
低
価
格
で

簡
単
に
購
入
で
き
、
あ
と
の
経
費

も
一
切
か
か
ら
ず
、
単
純
計
算
で

住
民
負
担
を
換
算
し
て
も
1
人
1

円
に
も
満
た
ず
、
費
用
対
効
果
は

抜
群
と
考
え
る
。

　

町
民
全
体
の
宇
宙
教
育
の
振
興

に
寄
与
し
、
ほ
か
に
も
幾
多
の
可

能
性
を
秘
め
た
、
こ
の
「
月
の
土

地
」
。
現
在
、
第
3
期
分
譲
中
で
、

直
ち
に
購
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

韮
崎
市
の
大
村
先

生
が
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
は
、
県
民
と

し
て
大
変
な
誇
り
で
、
昭
和
町
か

ら
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
る
よ
う
な

研
究
者
が
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
お
り
、
月
や
星
な
ど
の
天
体
に

興
味
を
持
ち
、
宇
宙
の
神
秘
に
目

を
向
け
る
よ
う
な
教
育
を
行
う
こ

と
も
大
切
と
考
え
て
い
る
。

　

月
の
土
地
の
購
入
は
、
ア
メ
リ

カ
の
会
社
が
1
9
6
7
年
に
発
効

し
た
「
宇
宙
条
約
」
の
第
2
条
に
、

「
天
体
を
含
む
宇
宙
空
間
は
、
い

ず
れ
の
国
家
も
領
有
権
を
主
張
で

き
な
い
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
利
用
し
、
個
人
や
法

人
な
ら
ば
で
き
る
と
の
判
断
を
も

と
に
し
て
、
土
地
を
販
売
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
現
実
問
題
と

し
て
、
町
の
税
金
を
使
い
購
入
す

る
こ
と
の
意
義
が
あ
る
か
は
疑
問

が
あ
り
、
月
の
土
地
を
購
入
す
る

こ
と
は
、
今
の
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

　

一
時
、
教
育
界
で
は
「
理
数
離

れ
」
が
問
題
に
な
り
、
実
生
活
の

中
で
、
数
学
や
理
科
の
知
識
は
生

活
や
社
会
で
使
う
こ
と
は
少
な
く
、

役
に
立
た
な
い
と
か
、
学
年
が
上

が
る
に
つ
れ
て
、
数
学
や
理
科
が

嫌
い
に
な
る
と
感
じ
る
小
中
学
生

が
増
え
、
国
も
学
習
指
導
要
領
の

改
定
な
ど
を
通
し
て
改
善
を
図
る

よ
う
、
良
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

自
然
に
興
味
を
持
ち
、
月
の
ロ

マ
ン
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
子

ど
も
を
育
て
る
教
育
を
行
う
よ
う

に
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
全
力

で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

月
の
土
地
の
権
利
は
現

状
で
は
不
安
定
か
も
し

れ
な
い
が
、
購
入
す
れ
ば
町
に
与

え
る
利
益
は
大
き
く
、
全
国
的
な

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
り
、
費
用
対

効
果
は
抜
群
と
考
え
る
。
将
来
的

に
後
悔
し
な
い
た
め
、
再
度
考
え

を
伺
う
。

月
の
土
地
の
権
利

を
買
っ
て
い
る
方

の
数
を
調
べ
る
と
、
全
世
界
で

1
5
0
万
人
、
日
本
で
は
約
15
万

人
が
買
っ
て
い
る
。
ロ
マ
ン
に
は

大
変
同
調
す
る
が
、
会
社
の
実
態

を
考
え
た
場
合
、
買
う
こ
と
の
責

任
に
は
疑
問
が
残
り
、
先
の
保
証

が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

堀　　門太 議員
ほり も ん た
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再
質
問

宇宙時代に乗り遅れるな



養
護
教
諭
補
助
員
の
配
置
に
つ
い

て
、
町
長
や
財
政
当
局
と
協
議
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

町
の
子
ど
も
た
ち
が
1

つ
に
な
れ
る
活
動
に
合

唱
団
を
結
成
し
、
学
校
と
い
う
枠

を
飛
び
越
え
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
音
楽
を
通

し
て
の
活
動
は
、
町
の
文
化
活
動

の
活
性
化
に
も
な
り
、
多
世
代
の

交
流
や
新
し
い
住
民
と
の
交
流
の

場
に
も
な
る
。
子
ど
も
た
ち
の
合

唱
団
結
成
を
提
案
し
た
い
。

昭
和
町
合
唱
団
の

結
成
は
、
芸
術
文

化
活
動
の
啓
発
・
推
進
の
面
か
ら

も
大
切
。
指
導
が
可
能
な
町
内
の

方
が
発
起
人
と
な
り
、
支
援
や
具

体
的
な
協
力
方
法
を
相
談
い
た
だ

き
、
検
討
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

再
質
問

路面下空洞調査と対策は
国の動向注視し調査連携

河田あけみ 議員
か わ だ

教
育
長

教
育
長

建
設
課
長

町
長

地
下
の
空
洞
化
に
よ
る

道
路
の
陥
没
は
、
全
国

で
年
間
約
5
千
件
あ
る
。
空
洞
調

査
の
技
術
は
大
き
く
進
歩
し
、
車

両
搭
載
の
マ
イ
ク
ロ
波
に
よ
る
調

査
は
道
路
を
封
鎖
せ
ず
、
走
行
し

な
が
ら
調
査
す
る
方
法
も
あ
り
、

精
度
の
確
立
も
高
い
。
町
で
は
路

面
化
の
空
洞
化
調
査
を
し
て
い
る

の
か
、
今
後
の
対
策
は
。

町
の
道
路
下
に
は
、
電

気
・
ガ
ス
・
上
下
水

道
・
通
信
回
線
等
、
重
要
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、

路
面
下
の
空
洞
状
況
の
把
握
は
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。
福
岡
県
の

陥
没
事
故
を
受
け
、
各
市
町
村
に

路
面
下
空
洞
調
査
の
実
施
状
況
把

握
を
始
め
た
ば
か
り
で
、
調
査
の

義
務
付
け
や
国
庫
補
助
対
象
も
考

え
ら
れ
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、

近
隣
市
町
村
と
調
査
連
携
を
す
る

中
で
、
路
面
下
空
洞
調
査
の
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

調
査
は
い
つ
ご
ろ
か
ら

始
め
る
の
か
、
町
内
の

陥
没
の
原
因
は
分
か
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

29
年
度
か
ら
近

隣
市
町
村
や
県

と
路
面
空
洞
調
査
連
携
の
協
議
を

始
め
た
い
。
小
規
模
な
陥
没
原
因

は
不
明
だ
が
、
長
年
の
間
に
路
盤

材
等
の
圧
密
沈
下
な
ど
が
生
じ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
近
、
町
内
の
小
中
学

校
で
不
登
校
の
子
ど
も

た
ち
が
増
え
て
い
る
声
を
耳
に
す

る
。
子
ど
も
た
ち
の
「
心
」
の
ケ

ア
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
小
学
校

へ
養
護
教
諭
の
増
員
や
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
配
置
し
、
活
用
す
る
考
え

は
な
い
か
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は

各
教
育
事
務
所
に
配
属
さ
れ
て
お

り
、
町
内
学
校
で
の
利
用
は
今
年

度
4
件
の
活
用
実
績
が
あ
る
。
町

独
自
で
「
青
少
年
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
」
を
設
置
し
、
小
学
校
で
も
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
相
談
回

数
が
増
加
し
て
い
る
。

　

現
在
、
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
お
願
い
し
相
談
し

た
り
、
教
育
事
務
所
の
要
請
訪
問

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
活

用
し
た
り
し
て
い
る
。
各
学
校
の

管
理
職
や
関
係
教
職
員
と
情
報
交

換
し
、
町
独
自
の
小
学
校
へ
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
や

情
報
交
換
し
財
政
当
局

と
協
議
重
ね
る

養
護
教
諭
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用
は

具
体
的
な
協
力
方
法
を

検
討
し
た
い

文
化
活
動
に
子
ど
も

合
唱
団
の
結
成
を

河
田

河
田

河
田

河
田
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心身障害者扶養共済加入の一部助成は
親が安心する障害者福祉向上に努める

再
質
問

河
住

河
住

河
住

河
住

町
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

町
長

障
害
者
施
設
等
と

協
定
締
結
を
準
備

要
配
慮
者
支
援
計
画
は

こ
の
制
度
は
心
身
障
害

者（
児
）の
保
護
者
が
、

生
存
中
に
毎
月
一
定
の
掛
金
を
納

付
し
、
保
護
者
が
死
亡
、
ま
た
は

身
体
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
こ

と
に
な
っ
た
時
、
障
害
者
に
終
身

一
定
額
の
年
金
を
支
給
す
る
任
意

の
保
険
制
度
で
、
障
害
者
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
資
し
、

将
来
に
対
し
保
護
者
の
抱
く
不
安

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
創

設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
平
成
20
年

に
見
直
さ
れ
掛
け
金
が
大
幅
に
ア

ッ
プ
し
た
。
町
は
障
害
者
福
祉
計

画
策
定
協
議
会
の
意
見
を
聞
き
、

一
部
補
助
を
検
討
す
る
と
し
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
は
。

質
問
に
つ
い
て
は
関
係

者
の
意
見
を
聞
き
検
討

し
、
町
単
独
の
補
助
は
行
わ
な
い

こ
と
に
な
っ
た
が
、
保
護
者
の
要

望
は
金
銭
的
援
助
よ
り
、
親
亡
き

あ
と
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
確
保
な

ど
、
施
設
整
備
に
移
行
し
て
い
る
。

　

町
は
中
央
市
・
昭
和
町
自
立
支

援
協
議
会
の
中
で
、
親
の
会
の
代

表
者
も
委
員
と
し
て
交
え
な
が
ら
、

親
亡
き
あ
と
の
施
策
の
検
討
も
進

め
て
い
る
。
共
済
制
度
加
入
者
一

部
助
成
は
現
状
の
ま
ま
だ
が
、
今

後
も
多
方
面
か
ら
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
を
聞
き
、
親
が
安
心
す
る
障
害

者
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
。

町
単
独
補
助
を
行
わ
な

い
理
由
は
何
か
。

保
護
者
会
に
対

し
委
員
会
の
中

で
検
討
し
た
が
、
任
意
保
険
で
あ

る
こ
と
、
親
亡
き
あ
と
の
施
設
整

備
な
ど
の
要
望
が
多
い
た
め
、
現

状
の
ま
ま
と
し
た
。

要
配
慮
者
と
は
、
災
害

時
に
自
ら
を
守
る
た
め

に
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
な
ど

の
行
動
に
支
援
を
要
す
る
人
の
こ

と
で
、
福
祉
関
係
者
や
地
域
組
織

等
が
連
携
し
、
要
配
慮
者
の
避
難

や
避
難
所
で
の
ケ
ア
、
福
祉
施
設

等
へ
の
受
け
入
れ
を
、
円
滑
に
行

う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

町
の
福
祉
避
難
所
は
総
合
会
館

の
和
室
に
開
設
さ
れ
る
が
、
障
害

者
・
赤
ち
ゃ
ん
・
妊
婦
・
認
知
症

の
あ
る
方
な
ど
多
様
な
人
が
お
り
、

障
害
に
合
っ
た
施
設
で
受
け
入
れ

る
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
町

長
の
考
え
は
。

町
で
は
総
合
会
館
を
福

祉
避
難
所
と
位
置
付
け
、

有
事
の
際
は
、
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
や
障
害
者
を
受
け
入
れ
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。
総
合
会
館
1

階
の
和
室
は
主
に
高
齢
者
を
受
け

入
れ
、
今
年
度
、
手
す
り
と
段
差

解
消
の
た
め
に
、
取
り
外
し
可
能

の
車
い
す
用
ス
ロ
ー
プ
を
用
意
し

た
。
ま
た
、
2
階
の
軽
運
動
室
は
、

主
に
知
的
障
害
者
等
の
受
け
入
れ

場
所
に
予
定
し
て
い
る
。

　

総
合
会
館
だ
け
で
な
く
、
社
会

福
祉
施
設
へ
の
受
け
入
れ
も
必
要

で
、
町
内
の
高
齢
者
施
設
お
よ
び

障
害
者
施
設
と
協
定
を
締
結
す
る

準
備
を
進
め
て
い
る
。

協
定
締
結
の
準
備
状
況

は
ど
う
か
。来

年
度
に
、
災

害
・
防
災
担
当

で
あ
る
企
画
財
政
課
と
連
携
を
図

り
、
早
い
時
期
に
協
定
が
結
べ
る

よ
う
に
努
め
た
い
。

河住　保茂 議員
か わ や す し げす み
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障
が
い
者
扶
養
共
済
制
度
パ
ン
フ
レ
ッ
ト



る
。

　

小
中
学
校
の
校
章
や
下
水
道
マ

ン
ホ
ー
ル
の
蓋
に
も
描
か
れ
て
い

る
、
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
「
源
氏
ホ

タ
ル
」
の
灯
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、

将
来
に
わ
た
っ
て
町
民
や
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
が
、
ホ
タ
ル
育
成
プ
レ
ハ
ブ
の

移
築
、
公
園
の
敷
地
管
理
は
、
特

定
の
民
地
に
行
政
が
介
入
す
る
こ

と
に
な
り
、
困
難
と
考
え
て
い
る
。

隣
接
地
に
は
沼
公
園
が

あ
り
、
そ
こ
は
整
備
が

で
き
て
、
川
を
挟
ん
だ
東
側
が
で

き
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
昨

年
3
月
の
議
会
で
担
当
課
長
の
答

弁
で
は
関
係
各
課
と
協
議
を
す
る

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
近
隣
住
民

は
整
備
に
関
し
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。
各
課
と
の
協
議
は

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。自

然
発

生
し
て

い
る
場
所
に
手
を
入
れ
過
ぎ
る
と
、

影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え

る
。
庁
内
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
別
に
問
題
点
を

洗
い
出
し
、
整
理
す
る
中
で
解
決

に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

ホタル発祥地に新公園整備を
問題解決に向け庁内検討委員会を立ち上げ

石原　一好 議員
いし か ず よしはら

町
長

天
然
ホ
タ
ル
が
自
然
発

生
し
て
い
る
の
を
、
手

を
こ
ま
ね
い
て
途
絶
え
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。
現
在
で
も
6
月
上
旬

か
ら
7
月
下
旬
に
か
け
、
数
匹
か

ら
数
十
匹
の
ホ
タ
ル
が
毎
日
見
ら

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
健
常
者
の

方
で
す
ら
見
学
す
る
の
に
足
場
が

悪
く
、
場
所
が
荒
廃
し
非
常
に
困

難
で
、
障
害
者
の
方
は
も
っ
と
大

変
だ
。
せ
っ
か
く
ホ
タ
ル
が
自
然

発
生
し
て
い
る
の
に
、
見
学
通
路

も
足
場
が
悪
く
、
見
に
行
け
な
い

の
が
現
状
だ
。

　

こ
こ
は
荒
廃
地
で
倒
木
や
雑
草

で
荒
れ
て
お
り
、
地
域
の
方
々
も

大
変
苦
慮
し
て
い
る
場
所
だ
け
に
、

ホ
タ
ル
育
成
を
兼
ね
た
新
し
い
公

園
を
つ
く
る
こ
と
で
、
住
み
よ
い

住
環
境
に
も
な
る
。

　

具
体
的
に
は
、
町
の
中
央
公
民

館
裏
に
あ
る
ホ
タ
ル
育
成
の
プ
レ

ハ
ブ
を
新
し
い
公
園
に
移
築
し
、

沼
公
園
と
と
も
に
新
し
い
公
園
の

敷
地
管
理
を
、
町
で
す
る
こ
と
が

可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
将

来
に
向
け
町
の
発
展
の
一
環
と
し

て
の
投
資
で
あ
り
、
未
来
に
向
け

て
の
希
望
の
灯
で
も
あ
り
、
財
政

的
に
も
優
し
い
こ
と
だ
。

　

源
氏
ホ
タ
ル
の
明
か
り
を
絶
や

す
こ
と
な
く
、
将
来
に
伝
え
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

ホ
タ
ル
は
生
き
物
で
あ

り
、
毎
日
、
生
育
状
況

を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
員

が
数
年
で
異
動
す
る
中
、
継
続
的

に
卵
か
ら
幼
虫
、
幼
虫
か
ら
さ
な

ぎ
、
さ
な
ぎ
か
ら
成
虫
、
成
虫
か

ら
卵
を
採
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で

育
成
し
て
い
く
こ
と
は
、
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
昭
和
町

源
氏
ホ
タ
ル
愛
護
会
と
、
さ
ら
な

る
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ホ
タ
ル
育
成
の
た
め
の
プ
レ
ハ

ブ
移
築
は
、
今
回
ご
指
摘
の
沼
公

園
東
側
の
私
有
地
が
調
整
区
域
で

あ
り
、
移
築
は
都
市
計
画
法
に
基

づ
き
、
そ
の
場
所
に
ど
う
し
て
も

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
で
あ
る

と
い
う
理
由
付
け
が
必
要
に
な
る
。

　

ま
た
、
自
然
発
生
地
に
人
が
手

を
入
れ
す
ぎ
る
と
、
自
然
発
生
に

も
影
響
が
出
る
可
能
性
も
あ
り
、

さ
ら
に
、
用
地
買
収
、
公
園
整

備
・
管
理
、
ホ
タ
ル
の
育
成
を
そ

の
場
所
で
誰
が
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
の
か
、
多
く
の
課
題
が
残

生
涯
学
習
課
長

石
原

石
原
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常永ゆめ広場の管理運営は
管理体制を整え早期に実施する

塚
原

塚
原

常永ゆめ広場

常
永
ゆ
め
広
場
は
町
工

事
と
し
て
、
28
年
9
月

に
供
用
開
始
さ
れ
、
植
栽
管
理
費

や
光
熱
水
費
が
予
算
化
さ
れ
て
い

る
が
、
管
理
人
の
人
件
費
が
予
算

化
さ
れ
て
い
な
い
。
常
永
公
園
の

管
理
人
の
業
務
を
拡
大
し
、
常
永

公
園
と
常
永
ゆ
め
広
場
を
兼
務
し

た
管
理
体
制
に
す
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。
新
た
に
管
理
人
を

配
置
す
る
の
で
な
く
、
兼
務
と
す

る
こ
と
で
管
理
体
制
が
充
実
す
る

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　

運
営
方
法
は
、
押
原
公
園
の
芝

生
広
場
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等

で
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
が
無
料

で
、
今
後
の
使
用
が
見
込
ま
れ
る

常
永
ゆ
め
広
場
も
半
分
ず
つ
分
け
、

所
定
の
手
続
き
を
行
え
ば
貸
し
出

し
は
当
面
無
料
と
聞
い
て
い
る
。

　

一
方
、
釜
無
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
使
用
は
、
理
由
が
あ
る
と
思
う

が
有
料
で
、
矛
盾
を
感
じ
る
人
も

い
る
。
釜
無
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
も

無
料
と
し
、
統
一
し
た
使
用
料
と

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え

は
。

　

ま
た
、
常
永
ゆ
め
広
場
の
管
理

に
関
し
て
行
政
で
は
「
地
域
の
皆

さ
ま
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
、
愛

さ
れ
る
公
園
と
し
て
美
化
運
動
等

を
通
し
て
育
て
て
い
き
た
い
」
と

考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
管
理
人

を
兼
務
で
配
置
す
る
こ
と
で
美
化

運
動
の
一
環
と
し
、
地
域
や
近
隣

住
民
の
方
々
も
自
主
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
町
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

町
内
54
カ
所
あ
る
公
園

の
う
ち
、
押
原
公
園
と

国
母
公
園
を
除
い
た
52
カ
所
は
町

の
職
員
で
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

釜
無
工
業
団
地
公
園
と
常
永
公
園

は
管
理
人
を
配
置
し
、
そ
の
他
の

公
園
は
1
カ
月
に
1
回
の
割
合
で

2
カ
所
の
公
園
管
理
人
で
あ
る
職

員
と
、
都
市
整
備
課
の
公
園
担
当

職
員
が
分
担
し
て
公
園
内
の
点
検

を
行
い
、
利
用
人
数
の
多
い
西
条

彩
の
広
場
は
、
1
週
間
に
2
回
、

修
繕
箇
所
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度

対
応
し
て
い
る
。

　

常
永
ゆ
め
広
場
の
管
理
内
容
は
、

植
栽
管
理
を
ビ
オ
ト
ー
プ
周
辺
と

芝
生
広
場
周
辺
に
分
け
、
造
園
業

者
2
社
に
樹
木
や
芝
生
等
を
年
間

管
理
で
業
務
委
託
し
、
ト
イ
レ
清

掃
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

週
2
回
業
務
委
託
、
水
田
は
「
す

っ
き
り
昭
和
」
に
栽
培
お
よ
び
管

理
を
お
願
い
し
て
い
る
。
職
員
は

他
の
公
園
と
同
様
、
1
カ
月
に
1

回
の
点
検
と
自
転
車
練
習
コ
ー
ス

の
あ
る
畑
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

常
永
公
園
と
常
永
ゆ
め
広
場
の

兼
務
は
、
利
用
者
が
増
え
る
と
1

カ
月
1
回
の
日
常
管
理
で
は
足
り

な
い
の
で
、
常
永
公
園
の
管
理
人

を
中
心
に
、
彩
の
広
場
と
同
様
に

週
2
回
の
管
理
を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
、
公
園
管
理
担
当
職
員

も
含
め
、
管
理
体
制
を
整
え
早
期

に
実
施
し
た
い
。

　

町
で
は
一
般
的
な
公
園
は
料
金

を
徴
収
し
て
い
な
い
が
、
釜
無
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
ス
ポ
ー
ツ
公
園

施
設
と
と
ら
え
使
用
料
を
徴
収
し

て
い
る
。
常
永
ゆ
め
広
場
や
押
原

公
園
の
多
目
的
広
場
に
つ
い
て
は

一
般
的
な
公
園
と
同
様
に
考
え
て

い
る
。

利
用
者
が
増
え
た
り
、

状
況
等
が
変
化
し
た
場

合
、
週
2
回
行
う
管
理
の
回
数
を

増
や
す
こ
と
は
考
え
て
い
る
の
か
。

状
況
等

が
変
化

し
た
場
合
、
回
数
を
増
や
す
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

塚原　將司 議員
つ か ま さ しはら

都
市
整
備
課
長
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再
質
問

町
長



　

町
の
資
源
や
利
点
を
生
か
し
、

町
民
主
体
の
地
域
力
で
、
高
齢
者

だ
け
で
な
く
、
障
害
を
持
っ
た
方

や
子
育
て
中
の
方
も
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し
て
い
く
、

そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
、

高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
と
、

い
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し
な
が

ら
各
種
施
策
を
進
め
、
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
。

高
齢
社
会
を
築
い
て
い

く
に
は
、
行
政
と
企
業

が
連
携
し
て
支
え
合
う
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
な
方
策
が
あ

っ
た
ら
説
明
を
願
い
た
い
。

超
高
齢
社
会
を

迎
え
、
介
護
予

防
や
健
康
寿
命
の
延
伸
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
高
齢
者
が
生
き
生

き
と
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
、
そ

ん
な
事
業
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

総
合
計
画
等
に
の
っ
と
り
、
事
業

執
行
し
て
い
き
た
い
。

超高齢社会の課題と対策は
地域包括ケアシステムが急務

田中　博愛 議員
た ひろ よしな か

再
質
問

福
祉
課
長

町
長

100歳体操の様子

健
康
で
長
生
き
す
る
秘

訣
は
「
自
分
に
合
っ
た

仕
事
を
す
る
こ
と
」、「
自
分
に
合

っ
た
社
会
に
溶
け
込
む
こ
と
」
、

「
適
時
の
労
力
と
自
由
」、「
物
事

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
」
で
、

1
0
0
歳
時
代
が
到
来
す
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
高
齢
社
会
を
築
い

て
い
く
に
は
、
政
府
（
行
政
）
と

企
業
が
連
携
し
て
支
え
合
う
こ
と

が
必
要
と
い
わ
れ
る
。

　

県
が
発
表
し
た
2
0
1
5
年
の

国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
高
齢
者
人

口
は
65
歳
以
上
が
調
査
開
始
以
来

最
高
を
更
新
し
、
28
・
4
％
。
昭

和
町
で
は
人
口
当
た
り
3
、

7
0
5
人
で
20
・
1
％
と
な
っ
て

い
る
。
町
で
は
現
在
、
福
祉
課
を

中
心
に
健
康
管
理
に
あ
ら
ゆ
る
方

策
を
立
て
て
対
応
し
て
お
り
、
健

康
体
操
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
芸
等
、

地
域
の
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
等
を
通

じ
て
交
流
し
て
い
る
。

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
本
町
は
人
口
増
加
率

が
全
国
の
調
査
結
果
で
9
位
、

10
・
5
％
と
非
常
に
高
い
水
準
に

あ
る
。　

　

甲
府
盆
地
の
中
心
で
山
も
な
く
、

日
照
時
間
も
長
く
、
災
害
も
少
な

く
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
交
通

の
利
便
性
も
良
い
こ
と
か
ら
、
若

者
が
住
み
た
く
な
る
環
境
評
価
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
質
問
の
先
を
見
越
し

た
今
後
の
超
高
齢
社
会
を
支
え
て

い
く
に
は
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ

う
に
対
策
を
示
し
て
い
く
の
か
、

町
長
に
聞
き
た
い
。

町
が
各
種
計
画
等
を
策

定
す
る
際
に
参
考
と
し

て
い
る
、
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る

高
齢
化
率
も
、
今
ま
で
17
％
台
だ

っ
た
数
値
が
今
年
度
18
％
を
超
え
、

本
町
で
も
高
齢
化
率
が
上
昇
し
て

い
る
。

　

町
は
第
6
次
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
「
健
や
か
な
暮
ら
し
を
支
え

る
保
健
・
医
療
の
充
実
」
と
し
て
、

介
護
予
防
の
推
進
や
認
知
症
対
策
、

後
期
高
齢
者
健
診
や
医
療
・
保

健
・
福
祉
の
連
携
を
図
っ
て
お
り
、

最
近
で
は
、
1
0
0
歳
体
操
の
普

及
に
よ
る
介
護
予
防
に
も
力
を
注

ぎ
、
多
く
の
町
民
に
体
験
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

総
合
会
館
の
温
泉
や
、
い
き
が

い
バ
ス
旅
行
、
い
き
が
い
大
学
で

の
講
演
な
ど
も
多
く
の
高
齢
者
に

ご
利
用
い
た
だ
き
、
心
を
癒
や
し

た
り
、
仲
間
同
士
の
親
睦
を
深
め

る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
土
台

と
も
い
え
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が

急
務
と
い
え
る
。

田
中

田
中
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塚
原
議
員　

身
延
線
の
遮
断

機
が
長
時
間
に
わ
た
り
下
り

て
い
て
不
便
を
感
じ
る
。
沿

線
活
性
化
委
員
会
に
お
い
て
、

J
R
東
海
に
電
車
が
通
過
す

る
時
の
み
遮
断
機
が
下
り
る

よ
う
改
善
で
き
る
か
、
ま
た

国
母
駅
の
南
側
に
駅
に
入
る

通
路
が
で
き
る
か
要
望
を
出

し
て
ほ
し
い
。

企
画
財
政
課
長　

身
延
線
沿

線
活
性
化
委
員
会
で
J
R
東

海
へ
の
要
望
と
し
て
、
常
永

駅
の
待
合
施
設
の
増
設
、
屋

根
の
な
い
部
分
の
ホ
ー
ム
、

ま
た
、
遮
断
機
に
関
係
し
て
、

常
永
駅
の
駅
員
の
配
置
、
国

母
駅
に
関
し
て
は
、
甲
府

市
・
昭
和
町
と
の
南
北
歩
道

橋
の
設
置
な
ど
の
要
望
を
し

て
い
く
。

石
原（
高
）議
員　

地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
の
体
制
は
事
務
職

も
含
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、

甲
府
市
と
の
人
事
交
流
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

セ
ン
タ
ー
の
職

員
体
制
は
現
在
3
名
で
行
っ

て
い
る
が
、
来
年
度
は
4
名

体
制
に
な
る
。
内
容
は
セ
ン

タ
ー
長
1
名
・
保
健
師
1

名
・
社
会
福
祉
士
1
名
・
事

務
職
と
し
て
臨
時
職
員
1
名

で
あ
る
。

　

甲
府
市
と
の
人
事
交
流
に

つ
い
て
は
、
28
年
度
も
引
き

続
き
お
願
い
し
た
が
、
職
員

不
足
の
た
め
で
き
な
か
っ
た

経
緯
が
あ
る
。
29
年
度
に
向

け
打
ち
合
わ
せ
中
で
あ
り
、

町
と
し
て
は
危
機
管
理
関
係

の
職
員
の
派
遣
を
希
望
し
て

い
る
。

依
田
議
員　

鎌
田
川
の
水
辺

公
園
に
、
中
巨
摩
3
町
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
事
業
で
防
災
監

視
カ
メ
ラ
が
設
置
し
て
あ
る

が
、
そ
の
監
視
カ
メ
ラ
は
ど

こ
が
管
理
を
行
い
、
増
水
時

の
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の

は
ど
の
課
か
。

企
画
財
政
課
長　

各
町
に
1

カ
所
ず
つ
設
置
し
て
あ
り
、

本
町
で
は
鎌
田
川
、
旧
田
富

町
は
東
花
輪
駅
付
近
、
旧
玉

穂
町
は
分
か
ら
な
い
が
、
テ

レ
ビ
の
モ
ニ
タ
ー
は
企
画
財

政
課
の
パ
ソ
コ
ン
で
監
視
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

鎌
田
川
の
水
辺
は

上
河
東
地
内
の
身
延
線
踏
切

国
母
駅
の
通
路
に
つ
い
て

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

と
人
事
交
流
は

河
住
議
員　

寄
付
人
数

7
0
2
人
中
、
昭
和
町
出

身
者
は
4
人
と
少
な
い
が
。

総
務
課
長　

自
分
の
出
身

地
を
応
援
し
よ
う
と
始
め

た
ふ
る
さ
と
納
税
だ
が
、

現
状
返
礼
品
目
当
て
に

な
っ
て
い
る
。
昭
和
町
と

し
て
出
身
者
の
寄
付
が
増

え
る
よ
う
に
P
R
な
ど
努

め
て
い
く
。

河
住
議
員　

社
協
組
織
の

変
更
は
検
討
し
て
い
る
の

か
。

副
町
長　

会
長
職
の
変
更

や
、
法
改
正
に
伴
い
理
事

や
評
議
員
の
任
期
・
人
数

を
町
と
し
て
提
案
し
、
社

協
に
独
立
性
を
担
保
す
る

中
で
考
え
て
い
る
。

金
丸
議
員　

理
事
の
債
務

に
対
し
賠
償
責
任
保
険
へ

の
加
入
を
考
え
て
い
る
か
。

副
町
長　

加
入
を
前
提
に

社
協
に
お
い
て
検
討
す
る
。

﹇
報　

告
﹈

総
務
課
長　

5
年
を
経
過

し
、
区
長
会
や
庁
内
会
議

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
制
度
の
見
直
し
が
必

要
と
の
こ
と
か
ら
、
29
年

3
月
を
も
っ
て
休
止
す
る
。

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

社
会
福
祉
協
議
会
の

取
り
組
み
は

地
区
担
当
職
員
に

つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の

現
状
は

上
河
東
区
内
踏
切

第
4
回
定
例
会（
12
月
）委
員
会
質
疑
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教
育
厚
生
常
任
委
員
会

河
住
議
員　

保
育
対
策
総
合
支
援
は
、

す
で
に
実
施
し
て
い
る
園
が
、
遡
っ

て
補
助
金
を
受
け
ら
れ
な
い
の
か
。

福
祉
課
長　

す
で
に
整
備
済
み
の
園

は
補
助
金
の
対
象
外
で
あ
り
、
実
施

済
み
の
園
も
承
知
し
て
い
る
。

林
議
員　

高
齢
化
率
の
数
値
が
町
の

調
べ
で
は
約
18
％
、
国
勢
調
査
で

20
・
1
％
と
違
っ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
理
由
か
。

町
民
窓
口
課
長　

昭
和
町
に
住
民
票

を
置
い
て
い
る
が
、
実
際
に
は
別
の

所
に
住
ん
で
い
る
等
で
、
住
民
基
本

台
帳
と
実
態
と
で
差
が
出
る
。

中
澤
議
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

を
町
内
に
き
め
細
か
く
走
ら
せ
て
ほ

し
い
。

副
町
長　

超
高
齢
化
の
際
に
は
本
格

的
に
導
入
す
る
予
定
だ
が
、
昭
和
町

は
現
段
階
で
時
期
尚
早
と
考
え
て
い

る
。

金
丸
議
員　

使
用
料
改
正
の
中
で
、

町
内
・
外
で
差
を
つ
け
、
町
の
経
費

を
削
減
す
る
の
は
良
い
こ
と
だ
が
、

障
が
い
者
に
対
す
る
料
金
の
配
慮
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

障
が
い
者
の
方
々

に
つ
い
て
は
、
付
き
添
い
の
方
を
無

料
と
し
て
い
る
。

河
田
議
員　

幼
児
の
使
用
料
を
無
料

に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
委
員
と

し
て
修
正
案
を
委
員
長
へ
提
出
す
る
。

石
原（
高
）議
員　

修
正
案
に
つ
い
て

再
度
、
委
員
会
を
開
催
し
審
査
す
る
。

保
育
園
の
補
助
金
は

温
水
プ
ー
ル
の
使
用
は

産
業
土
木
常
任
委
員
会

依
田
議
員　

昭
和
町
も
農
業
後
継
者

が
少
な
く
な
る
中
で
、
現
在
、
農
業

者
の
子
弟
で
補
助
金
申
請
で
き
る
方

は
何
件
あ
り
、
要
望
は
あ
る
の
か
。

環
境
経
済
課
長　

専
業
農
家
は
10
件

く
ら
い
。
経
営
規
模
拡
大
に
よ
り
、

3
年
以
内
に
5
反
歩
以
上
借
り
る
の

が
条
件
で
あ
る
が
、
借
り
て
農
地
を

広
げ
て
事
業
拡
大
を
す
る
方
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
。

石
原（
高
）議
員　

沼
前
踏
切
か
ら
神

明
踏
切
ま
で
の
側
道
に
つ
い
て
は
、

測
量
が
終
了
し
た
が
、
沼
前
踏
切
の

前
の
水
路
の
改
修
は
。

副
町
長　

身
延
線
側
道
の
拡
幅
に
つ

い
て
は
、
紙
漉
阿
原
区
か
ら
も
要
望

が
で
て
お
り
、
水
路
の
改
修
等
を
含

め
、
計
画
を
進
め
て
い
る
。

薬
袋
議
員　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
業

務
委
託
は
、
当
初
10
件
と
報
告
さ
れ
、

ロ
ー
ラ
ー
作
戦
に
よ
り
、
12
件
と

な
っ
た
。
今
後
、
西
条
一
区
・
上
河

東
区
以
外
の
区
に
訪
問
す
る
予
定
は

あ
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

ロ
ー
ラ
ー
作
戦
は
、

毎
年
2
地
区
ず
つ
進
め
て
い
る
。
耐

震
関
係
の
補
助
金
制
度
が
平
成
32
年

度
で
廃
止
に
な
る
の
で
、
来
年
度
以

降
も
で
き
る
限
り
進
め
て
い
く
。

専
業
農
家
子
弟
の
就
農
支
援
は

水
路
の
改
修
は

耐
震
診
断
の
業
務
委
託
は

高
齢
化
に
対
す
る
対
策
は

町内保育園

第
4
回
定
例
会（
12
月
）委
員
会
質
疑
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専業農家



区長と議員の意見交換会第10回

　平成28年11月11日（金）、住民の先頭に立って活躍されて
いる区長と意見交換会を開催しました。区長の皆さまからい
ただいたご意見をしっかり受け止め、議会活動に反映させてい
きたいと思います。（一部のみ掲載）

テーマ
１

予
算
審
議
に
つ
い
て

　
　
　
　

予
算
編
成
な
ど
が
議
会
に
上
程

さ
れ
た
時
に
、
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

3
月
議
会
で
当
局
提
案
の
予
算

に
つ
い
て
審
議
し
、
議
決
し
て
い
る
。
今

後
、
予
算
審
議
前
に
来
年
度
の
編
成
方
針

を
当
局
へ
聞
く
場
を
設
け
、
質
疑
応
答
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

区
長
会

議　

会

テーマ
2

農
業
委
員
会
の

制
度
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　

農
業
委
員
会
の
制
度
が
変
わ
っ

た
が
、
も
っ
と
大
胆
な
変
革
を
し
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。
農
業
委
員
会
制
度
自

体
を
見
直
す
と
か
。

　
　
　
　

全
国
的
に
見
れ
ば
農
業
委
員
会

は
農
地
面
積
が
基
準
以
下
で
も
設
置
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、業
務
を
把
握
し
た

上
で
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

区
長
会

議　

会

テーマ
3

区
長
会
長
の

役
割
に
つ
い
て

　
　
　
　

区
長
会
長
は
行
政
の
会
合
に
出

席
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
報
酬
と
い

う
面
で
見
る
と
他
の
区
長
と
同
じ
報
酬
で

あ
り
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
報

酬
の
見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　

条
例
の
改
正
が
必
要
に
な
る
の

で
、
当
局
と
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議　

会

区
長
会

　〈以上12区長・ほか町議会議員〉
（敬称略）

参加者

武 井 啓 吉
磯 部 光 美
髙 野 清 治
山 畠 　 実
向 山 　 晃
河 西 芳 彦

〔副会長〕

紙 漉 阿 原
築 地 新 居
飯 喰
河 西
上 河 東
上河東二区

曽 根 孝 順
込 山 正 一
太 田 　 學
阿井美代子
海 野 　 譲
山 本 　 哲

〔副会長〕

〔会　長〕

西 条 一 区
西 条 二 区
清 水 新 居
西 条 新 田
押 越
河 東 中 島
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議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

平成26年3月議会
平成26年9月議会
平成27年12月議会

質問者：田中　博愛議員　
質問者：深澤　克男議員
質問者：石原　高明議員

地域包括ケアシステム構築は

高齢化が進む中、介護者の負担が大きくなり、介護支援専門員の役割が高く
なる一方、地域包括ケアシステム構築に向けて体制強化をどうはかるのか。

組織体制を見直す中で主任ケアマネージャーと社会福祉士を専任とし、事務
職員の増員について検討する。

平成29年4月から事務職も含め、4人体制で地域包括ケアシステムの構築に
向けて、運営していく。

そ
の
後

一般質問はどうなった？
あの



（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

地域住民と議員の対話集会

飯
喰
区
（
第
4
回
）

9
月
28
日　

飯
喰
区
公
会
堂

●
出
席
者　
　

区
民
17
人

●
参
加
議
員　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

林　

和
仁　

依
田
茂
巳

　
　
　
　
　
　

田
中
博
愛　

塚
原
將
司

　
　
　
　
　
　

鷹
野
一
雄

　
　
　
　
　
　

三
井　

猛
議
長

上
河
東
区
（
第
5
回
）

10
月
19
日　

上
河
東
区
公
会
堂

●
出
席
者　
　

区
民
26
人

●
参
加
議
員　

産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

中
澤
康
夫　

薬
袋
義
久

　
　
　
　
　
　

遠
藤
辰
男　

樋
口
敏
夫

　
　
　
　
　
　

堀　

門
太

　
　
　
　
　
　

三
井　

猛
議
長

●
地
元
議
員　

塚
原
將
司

Q　

常
永
児
童
館
が
増
築
さ
れ

て
い
る
が
、今
後
児
童
は
何
人
ぐ

ら
い
受
け
入
れ
る
の
か
。

A　

6
年
生
ま
で
定
員
69
名
か

ら
1
2
0
名
に
拡
大
し
、最
大

1
6
0
名
程
度
ま
で
可
能
。

Q　

ゆ
め
広
場
に
滑
り
台
や
鉄

棒
な
ど
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

A　

遊
具
に
つ
い
て
は
町
へ
要
望

す
る
。た
だ
、町
内
に
は
た
く
さ

ん
の
遊
具
が
各
公
園
に
あ
り
、危

険
な
も
の
も
あ
る
の
で
、そ
の
状

況
も
踏
ま
え
た
上
で
要
望
す
る
。

（
当
局
）

A　

常
永
ゆ
め
広
場
は
災
害
時

に
、自
衛
隊
に
派
遣
要
請
し
た
時

の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
使
用
し
、

そ
の
後
、仮
設
住
宅
の
建
設
地
と

し
て
の
機
能
を
確
保
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。以
上
の
理
由
か

ら
建
築
物
や
遊
具
等
の
設
置
は

現
段
階
に
お
い
て
考
え
て
い
な
い
。

Q　

災
害
時
に
公
会
堂
、な
ら
び

に
他
の
避
難
場
所
へ
ス
ム
ー
ズ
に

避
難
で
き
る
た
め
の
大
き
な
看

板
を
整
え
て
も
ら
い
た
い
。

A　

避
難
場
所
の
看
板
の
件
は
、

一
昨
年
議
会
で
全
区
を
総
点
検
し

た
が
、そ
の
時
古
い
も
の
は
撤
去

し
新
し
い
も
の
に
し
た
。も
う
一

度
確
認
す
る
。

（
当
局
）

A　

各
避
難
場
所
に
は
、指
定
避

難
場
所
と
地
域
に
あ
る
一
時
集
合

場
所
の
看
板
を
昨
年
度
設
置
し

た
。指
定
避
難
場
所
の
地
図
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
防
災
マ
ッ

プ
に
掲
載
し
て
い
る
。今
後
、公

会
堂
が
表
示
さ
れ
て
い
る
避
難

場
所
マ
ッ
プ
を
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
周
知
を
図
り
た
い
。

Q　

特
殊
な
災
害
発
生
時
の
住

民
の
安
否
確
認
方
法
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

A　

各
地
区
に
自
主
防
災
組
織

が
あ
り
、消
防
・
警
察
と
同
様
に

災
害
時
要
支
援
者
名
簿
を
配
布

し
て
あ
る
。自
助
・
共
助
の
観
点

か
ら
、組
内
で
向
こ
う
三
軒
両
隣

の
つ
な
が
り
で
、確
認
シ
ス
テ
ム

を
充
実
さ
せ
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
。

Q　

区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
住
居
数
が
増
え
、現
状
で

は
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
。

区
で
も
増
設
等
解
決
策
を
検
討

中
だ
が
、町
や
議
会
で
も
検
討
し

て
ほ
し
い
。

A　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設

等
は
、区
で
候
補
地
を
検
討
し
て

も
ら
う
な
ど
、あ
る
程
度
の
方
向

性
を
固
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
議

会
で
も
協
力
で
き
る
。当
局
に
は

拡
大
・
増
設
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

（
当
局
）

　

公
共
用
地
の
空
い
て
い
る
場

所
や
、既
設
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
内
容
を
変
更
し
て
対

応
す
る
等
、町
で
も
区
か
ら
の
相

談
に
応
じ
て
い
く
。
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ごみステーショ
ンの

ごみステーショ
ンの

拡大・増設した
い！

拡大・増設した
い！ごみステーショ
ンの

拡大・増設した
い！

常永児童館の常永児童館の

受け入れ体制は！受け入れ体制は！
常永児童館の

受け入れ体制は！



10
月
21
日　

上
河
東
二
区
集
会
所

Q　

山
梨
県
の
防
災
マ
ッ
プ
は
、盆
地
に

お
け
る
釜
無
川
の
氾
濫
に
よ
る
水
害
の

水
位
1
m
、地
震
に
よ
る
震
度
6
が
基

準
と
な
っ
て
い
る
。防
災
備
蓄
倉
庫
の
2

階
建
て
が
必
要
で
は
。

A　

防
災
備
蓄
倉
庫
を
2
階
建
て
に
す

る
の
は
財
政
上
困
難
で
あ
る
た
め
、棚

の
上
に
非
常
食
等
を
置
き
、下
に
濡
れ

て
も
差
し
支
え
の
な
い
も
の
を
置
く
な

ど
し
て
浸
水
に
備
え
て
い
る
。ち
な
み
に
、

災
害
時
は
役
場
が
対
策
本
部
に
な
る
た

め
、庁
舎
内
お
よ
び
自
家
発
電
機
に
浸

水
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
て
お
り
、

釜
無
川
船
山
橋
観
測
所
の
水
位
が
避
難

判
断
水
位
2
m
に
達
し
た
と
き
は
、職

員
に
よ
り
対
策
本
部
の
あ
る
役
場
庁
舎

2
階
へ
必
要
な
物
資
を
移
動
す
る
。

Q　

政
務
活
動
費
に
つ
い
て
、昭
和
町
の

取
り
組
み
は
。

A　

昭
和
町
の
政
務
活
動
費
は
6
万
円

/
年（
5
千
円
/
月
）だ
が
、事
前
に
議

長
の
許
可
を
得
た
う
え
で
、議
員
が
一
時

立
て
替
え
、活
動
後
領
収
書
を
添
付
し

た
報
告
書
を
提
出
し
、精
算
し
て
い
る
。

Q　

昭
和
町
は
山
梨
学
院
大
学
と
連
携

し
て
い
る
が
、そ
の
内
容
は
。

A　

議
会
の
予
算
で
年
8
〜
10
回
程
度
、

山
梨
学
院
大
学
の
教
授
の
講
義
や
、さ

ら
に
山
梨
学
院
大
学
に
お
い
て
学
生
と

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
年
1
回
、実
施
し

て
い
る
。

上
河
東
二
区
（
第
6
回
）

●
出
席
者　
　

区
民
19
人

●
参
加
議
員　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

石
原
高
明　

金
丸
富
一

　
　
　
　
　
　
河
田
あ
け
み　

河
住
保
茂

　
　
　
　
　
　

石
原
一
好

　
　
　
　
　
　

三
井　

猛
議
長

10
月
29
日　

清
水
新
居
区
公
民
館

Q　

甲
府
市
と
区
の
境
に
ス
ー
パ
ー
が

あ
る
が
、そ
の
裏
に
川
が
流
れ
て
い
る
、

誰
で
も
マ
チ
が
簡
単
に
開
閉
で
き
る
。

ど
こ
で
管
理
し
て
い
て
、現
在
使
っ
て
い

る
の
か
、ま
た
、必
要
性
が
あ
る
の
か
。

A　

昔
、田
ん
ぼ
が
あ
っ
た
時
に
使
用
さ

れ
て
い
た
が
、現
在
は
使
っ
て
い
な
い
様

子
で
あ
る
。確
認
し
連
絡
す
る
。

（
当
局
）

A　

マ
チ（
堰・せ
き
）の
管
理
は
昭
和
町

が
し
て
お
り
、誰
で
も
自
由
に
開
閉
が
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、近
日
中
に
鍵
を

取
り
付
け
対
応
す
る
。マ
チ
自
体
は
現

在
使
用
し
て
い
る
様
子
が
な
く
、必
要

性
が
な
け
れ
ば
今
後
撤
去
も
検
討
す
る
。

Q　

ふ
れ
あ
い
祭
り
と
、昭
和
町
45
周

年
の
表
彰
式
な
ど
の
記
念
式
典
を
、一
緒

に
押
原
公
園
で
す
れ
ば
良
い
の
で
は
、そ

う
す
れ
ば
表
彰
さ
れ
る
側
も
大
勢
の
町

民
が
い
れ
ば
気
持
ち
が
良
い
の
で
は
。

A　

ふ
れ
あ
い
祭
り
と
式
典
を
一
緒
に

執
り
行
う
の
は
、い
ろ
い
ろ
な
状
況
か
ら

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。し
か
し
、今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

清
水
新
居
区
（
第
7
回
）

●
出
席
者　
　

区
民
26
人

●
参
加
議
員　

産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

中
澤
康
夫　

薬
袋
義
久

　
　
　
　
　
　

遠
藤
辰
男　

樋
口
敏
夫

　
　
　
　
　
　

堀　

門
太

　
　
　
　
　
　

三
井　

猛
議
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防災備蓄倉庫
の改修は?

防災備蓄倉庫
の改修は?

防災備蓄倉庫
の改修は?

マチ（堰）の管
理を

マチ（堰）の管
理を

厳密に！厳密に！
マチ（堰）の管

理を

厳密に！



1日目：千葉刑務所

2日目：本所防災会館

総務常任委員会

　刑務所内でさまざまな「指導」という形で、出所後の就労や
社会生活に必要な事項を、受刑者に教育をしているとのことだ
った。こうした実情を見た中で、刑務所だけでなく、地方自治体
としても出所後の無職者に対して、一定の支援が必要なのでは
ないかと感じ、今後検討していきたいと考えた。

　さまざまな災害に対する体験ができる施設であり、地震・津
波の対応、消火訓練、地震時の行動力を身につけるための体験、
暴風雨の体験、都市型水害の際に起こる二次災害への対応な
ど、シミュレーションも含め、いつ起こるかわからない災害に備
え、町をみんなで守り、備えと対策を常にとっておくことが大切
であると感じた。

日　時 平成28年10月17日～18日
出所後の無職者への地方自治体の就労支援について
都市型水害・暴風雨について

目　的

千葉刑務所研修地

本所防災会館研修地

産業土木常任委員会

　昭和町に残された土地、農地の有効活用については、遊休化、
高齢化が徐々に進む中で、農地を守ることと併せて、後継者が
不足する現状を打開していく必要が迫られている。企業参入を
一つの方法として検討していく必要があると考える。大和ハウ
ス工業がすすめるDプロジェクトは昭和町にとって大きすぎるも
のであるかもしれないが、今後リニア開通、中部横断自動車道
開通等を踏まえて、その有効性を土地の活用、雇用の創造から
考え、積極的に検討を重ねるべき課題であると感じた。

日　時 平成28年11月17～18日
企業の土地開発事業について
液状化現象発生についての現状と対策について

目　的

大和ハウス工業研修地

　昭和町がこれまでにしてきた対応、これからの準備、防災訓
練のあり方、施設整備、情報発信のあり方など見るべきものは
多くあった。町の予算編成についても何を急ぎ、なにを長期的
に考えるのか、県・近隣市町村との連携で、改善の余地がある
のか慎重に検討していく必要がある。

千葉県浦安市役所研修地

1日目：大和ハウス工業

2日目：千葉県浦安市役所
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県外視察研修



1日目：千葉県多古町役場

2日目：町村議会広報研修会

広報編集特別委員会

　多古町の議会広報編集については、委員6名のうち4名で小委員会
をつくり、掲載内容、企画記事等の検討、ページの割り付け、入稿す
る原稿・掲載写真の確認、再校を行い、全委員で初校の確認を行い、
業者および事務局がサポートする。編集方針も含め説明を受けた。
　多古町では議会改革に取り組むとともに、議会だよりも内容を刷新
し、平成27年度、全国編集デザイン賞部門で特別奨励賞を受賞。そ
の後も町民に親しまれる広報編集に努めており、当町に参考になる
部分を積極的に取り入れ、より町民に親しまれる広報作りに向け、有
意義な行政視察であった。

　「分かりやすく、伝わる広報紙の表記」、「読まれて、伝わる議会広
報紙ドラッカーに学ぶ」の講義を受講、議会広報はいかに住民に読
んでもらえるかを常に考え編集することが大切であり、今後の議会だ
よりの編集に生かし、住民に分かりやすく、読まれる広報を目指す。

日　時 平成28年10月24～25日
議会広報編集全般について
町村議会広報研修会参加

目　的

千葉県多古町役場研修地

東京都千代田区砂防会館研修地
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教育厚生常任委員会

　社会福祉法人と地域組織の協働による、日常生活支援体制
の構築、法人独自のプロジェクト事業の実施から孤立防止協定
の設置、生活支援サポート養成講座の実施や、それに対する地
域包括ケアセンター、在宅介護支援センターからの支援がシス
テム構築に必要。
　今年度の地域包括支援センター活動計画の主な取り組みに
ついて、在宅介護支援センターと連携し、総合相談支援事業を
実施、地域の諸団体、介護事業所、医療機関等とのネットワー
クの構築、認知症高齢者に対する地域支援の推進など。
　今回の視察研修は、平成30年4月からの新総合事業に向け、
地域に即した要支援サービスをはじめとする地域包括ケアシス
テムの構築に当たり、システム構築の先駆けでもある四日市市
を訪れ、事例など説明や助言をいただいた。「地域を知る」、
「地域に知ってもらう」など、地域住民の要望を把握することが
重要であり、これからのシステム構築に向け大変参考になった。

日　時 平成28年10月17～18日
地域包括ケアシステム構築の取り組み目　的
三重県四日市市役所、地域包括ケアシステム事務所研修地

1日目：三重県四日市市役所

2日目：地域包括ケアシステム事務所

常任・特別委員会



視察研修風景
議場にて

《10月～12月》第7回～第10回まで開催

地域振興について学ぶ！ 地域包括ケアシステムについて学ぶ！

議員研修 報 告
山梨学院大学との提携事業〔年10回開催〕

テーマⅢ 地域資源・公共交通を生かした地域振興【第1回】今井教授10/7 金

テーマⅢ 地域資源・公共交通を生かした地域振興【第3回】中井教授12/15 木
テーマⅣ 地域包括ケアシステムの構築と自治体の対応【第1回】竹端教授11/22 火

テーマⅢ11/4 金 地域資源・公共交通を生かした地域振興【第2回】 〃
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●議会だよりの編集、発行について他

群馬県明和町議会　9月28日（水）

●議会広報の編集ついて他

静岡県御殿場市議会　10月12日（水）

●議会広報の編集について他

富山県上市町議会　10月26日（水）

●議会広報全般について他

宮城県蔵王町議会　10月26日（水）

●議会だより作成・編集ポイントについて他
●人口増加施策等の概要について他

群馬県甘楽町議会　11月7日（月）

●議会広報の編集方法について他

山梨県身延町議会　11月14日（月）

●大学との連携協定について
●議会活性化の取り組みについて

長崎県町村議会議長会　11月29日（火）

ようこそ、昭和町へ！ 議会視察受入
9月～11月までの間



まちづくり計画の策定に向けて！
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都市計画マスタープラン、緑の基本計画策定のため
「町議会議員の意見を聞く会」が開催されました！

　長年、議員の定数について地方分権対策特別委員会で議論してきました
が、平成28年12月2日、各団体の代表者や議会モニターなどによって構成さ
れる昭和町議員定数検討委員会を発足しました。今回、更に町民の皆様の
御意見をいただきたく、下記の期間にて募集いたします。（手紙・はがき可）

議員定数に関する意見聴取

平成29年1月30日から平成29年2月17日まで募集期間

〒409-3880　昭和町押越542-2　昭和町役場議会事務局あて宛　　先

055-275-0370F　A　X

gikai@town.yamanashi-showa.lg.jpメ　ー　ル

町議
会議員

の定数につ
いて町民の皆さまのご意見を募集します

平成29年1月11日（水）午後3時40分～

日　時

　昭和町都市計画マスタープラン、緑の基本
計画は関連がある為、二つ同時に策定しようと
見直し等を進めている中、住民意見の反映の
ため、住民ワークショップに当局は取り組み、
「まちづくり住民プラン」という提言書を作成
するにいたりました。計画の素案作りのために
課題の整理を行っています。そこで住民の代表
である町議会議員全員に、重要なこの二つの
計画について、意見を伺う場を設けました。

目　的

●リニア中央新幹線開通に伴う開発について、
　企業誘致等、積極的にやっていただきたい。
●昭和町の耕作放棄地に関して計画策定に伴
　い、活用方法なども考えてほしい。
●市街化調整区域内の開発について都市計画
　法第34条11号による開発可能範囲の拡大を
　要望する。

議員意見



議員記者が行く！のテーマは「町を守る」。町内で活躍する皆さまにスポットを当て、活動の姿を
追っていきます。今回は母子愛育会のみなさんを取材しました。
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母子愛育会とはどんな組織ですか？Ｑ
A 地域に住む赤ちゃんから高齢者まですべての方々の健康

づくりを応援し、安心して暮らせるような地域づくりを目
指している、住民自身による住民のための活動を行って
いる組織です。

これからの母子愛育会活動と課題は？Ｑ
A 母子=母子だけ ではありません。高齢者への声かけも積極的に行っ

ています。愛育だより7月号「熱中症」、11月号「ヒートショック」など
班員がプレゼントを持って声かけし、会話も弾みました。
　子育て世代は、組に入っていない、またはアパート住まいの方も多
い現状です。専門職ではなく、身近な班員だからこそできる声かけ
「子育ては、母一人ではないよ、地域でも見守っているよ」というメッ
セージを伝えていきたいです。

活動で心がけていることは？Ｑ
A 一人ひとりができることを少しずつ出し合って、班員同士も

助け合って支え合い優しい気持ちで笑顔でできる活動を
目指しています。気にかけてくれる人がいるということ、声
をかけてくれる人がいるという幸せを感じてほしいです。

会長として町の皆さんに伝えたいことは？Ｑ
A 愛育班がない地区や班員がいない組があることは非常に残念です。一人では難しいことも、地域ぐ

るみで話し合い、取り組むことで、健康づくりはやさしく、楽しく、また豊かな人生を送ることにつ
ながります。半世紀以上続いている昭和町の母子愛育会活動をそれぞれの時代で支えてきた先輩
方に敬意と共感を持って、これからの活動を私たちの手でつないでいきましょう。

主な活動は？Ｑ
A 声かけ・見守り・話し合い　を3本柱に活動しています。

●生後4カ月までの赤ちゃん訪問（こんにちは赤ちゃん訪問）
　お母さんと赤ちゃんの地区デビューのお手伝いをしています。
●子宮頸がん検診の受診のおすすめと申込み取りまとめ
　班員の声かけが受診のきっかけになっています。
●班員会議での学び
　毎月の正副班長会議や各地区班員会議で、今、地域や家庭で気にな
る健康課題などについて、話し合い・情報共有し、また地域の声か
けにつなげていきます。各地区の健康づくり教室を開催しています。



議会だより172号（この号）を読んでくださいヒント

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

《応募方法》
①クイズの答え、②住所、③氏名（ふりがな）、④年齢、⑤議会だよ
りを読んだ感想を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送りく
ださい。議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-0370　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》　2月末日　消印有効

171号クイズの答え
① 応急処置
② 1.13
③ 3

議会モニター　委嘱されてから○年！1
温水プール料金改定　幼児の使用料○○！2
ようこそ昭和町へ 議会視察受入
視察研修に訪れた団体の数は○！

3

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

こんなご意見を
いただきました！

No.171に対する
前回のお葉書で
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（
70
歳
・
女
性
）

常永小学校教室の間仕切り工事計上で新築当初
から人口増の見込みがなされていなかったこと、
残念に思います。応急処置については、議員さん
だけでなく、一般町民にも講習会を開いてもらい
たいです。

（57歳・女性）
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て
も
左
を

見
て
も
果
樹
園
と
水
田
、
そ
し
て
商
店
は
数
え
る
ほ

ど
で
し
た
。

　

現
在
は
昭
和
バ
イ
パ
ス
、
ア
ル
プ
ス
通
り
、
環
状

線
と
、
素
晴
ら
し
い
道
路
網
が
整
備
さ
れ
、
そ
し
て

大
型
ス
ー
パ
ー
の
出
店
、
コ
ン
ビ
ニ
、
医
療
機
関
の

充
実
と
、
住
み
よ
い
環
境
の
中
で
生
活
が
で
き
て
い

ま
す
。
で
も
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
街
に
な
る
に
は
長

い
年
月
を
か
け
、
し
っ
か
り
し
た
方
向
性
を
持
っ

て
、
地
域
の
方
々
の
ご
努
力
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

懸
念
す
る
の
は
特
に
少
子
化
対
策
で
す
。
若
い

方
々
が
就
職
、
結
婚
、
子
育
て
が
で
き
る
昭
和
町

に
、
よ
り
多
く
の
方
に
住
ん
で
ほ
し
い
。
肝
心
な
の

は
、
地
域
に
お
金
の
流
れ
を
作
れ
る
か
、
「
金
は
天

下
の
回
り
も
の
」
と
言
い
ま
す
。
経
済
成
長
の
負
の

遺
産
を
、
行
政
も
い
ま
以
上
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
、
そ

し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
2
0
2
0
年
に
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
昭
和
町
と
当
地
区
を
愛
し
て
や
ま
な

い
私
は
、
今
後
の
飛
躍
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

移
り
ゆ
く
街
並
み
の
中
で

築
地
新
居
区

中
込　

保
徳
さん

な
か

の
り

や
す

ご
み

　大きく世界が動く中、当議会は地域にしっかりと目を向け、今年も井戸
端会議をはじめ、研修会や議員防災訓練等を行い、さらなる議会のレベ
ルアップを目指します。そして議員一丸となり、町民のため、町のために精
一杯尽力してまいります。本年もよろしくお願い申しあげます。

議長　三井　猛　　議会議員一同

あけましておめでとうございます


